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2011 年⚑月から 2015 年 12 月までの⚕年間に当院臨床検査科で実施した血液培養検査の採取セット数は、合
計 10,772 セットであった。1,000 patient-days あたりの血液培養採取セット数の年次推移は、2011 年が 14.7
セットで、2015 年は 13.7 セットであり、平均採取セット数 14.0 であった。平均陽性率は 16.8％と大きな変動
はなかった。
⚒セット採取率は 2011 年が 86.1％であったが、翌年は 91.9％と増加、以降は 90％を超えて推移し、2015 年
には 93.9％と、当院での⚒セット採血は適切に実施されていた。⚕年間の分離状況について、菌種別では腸内
細菌科は 39.4％（2013 年)～52.7％（2015 年）で変動していたが、分離頻度は最も多く、次いでブドウ球菌属
であった。主要検出菌では、E. coli が S. aureus に比較して多く認められ、2011 年で E. coli 24.6％（ESBL を
含む）、S. aureus 11.2％（MRSAを含む）であり、2015 年での同様の比較では、E. coli 29.9％、S. aureus 7.5％
であった。厚生労働省院内感染対策サーベイランス（JANIS）公開情報のデータに比べて当院の分離頻度はE.
coli が高い傾向にある特徴を示した。























2011 年⚑月から 2015 年 12 月までの⚕年間に各診療
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使用ボトルは 92 F 好気用レズンボトルと 93 F 嫌気用レ
ズンボトルを用い、一般細菌同定は当科微生物検査係で






































GPC）は、2014 年 37.4％から 2012 年 43.5％の内で推移
していた。グラム陽性桿菌（Gram Positive Rods：GPR）
は 2011 年 8.2％であったが、2015 年には、2.5％まで低
下していた。また、グラム陰性球菌（Gram Negative





年と 2015 年には 50％を超えていた。次いでブドウ球菌
属の検出が多く、2014 年 22.9％から 2013 年 31.5％を占
めていた。連鎖球菌は 5.1％から 8.4％で推移していた。
非発酵菌は 2011 年から 2013 年まで 6.0％から 7.4％で




2.2％、2012 年 2.4％の検出を認めたが、その後 2015 年
までは 0.5％に減少していた。
③⚕年間の血液培養分離状況
2011 年から 2015 年までに検出した分離菌名と分離菌
件数を⚕年間の血液培養分離状況として表 1-①、表 1-
②に示した。合計の分離菌件数で多い菌種は、上位から
E. coli、S. aureus、S. epidermidis、CNS、K. pneumo-
niae の順であり、⚕年間に分離した菌種は 79 種、分離
菌件数合計は 1,074 件であった。主要検出菌の割合を当
院の検出状況と JANIS 公開情報データをグラフ化し、
比較して図⚖に示した。当院ではE. coli が S. aureus に
































ている2)。当院では 2010 年 11 月に院内感染対策委員会
で⚒セット採血実施の推奨がなされ、これを受けて 2011
年⚒月に院内で Infection Control Team（ICT）によって
血液培養に関する勉強会が開催された。2011 年では⚒













開情報の 2011～2015 年の年報5) では、分離菌の上位検
出菌は、2011 年で S. aureus（15.3％）、E. coli（12.3％）、
S. epidermidis（12.1％）の順で、2012 年も同様の傾向で
あった。2013 年は、E. coli（14.4％）、S. aureus（14.1％）、
S. epidermidis（11.3％）と報告されて、僅かな差ながら、
S. aureus と E. coli の順位が入れ替わり 2015 年まで同
様の順位であった。我々が集計した菌種別分類と⚕年間
の血液培養分離状況ではE. coli が S. aureus に比較して
多く、2011 年で E. coli は 24.6％（ESBL を含む）、S.
aureus は、11.2％（MRSAを含む）であり、2015 年での







た（図⚖）。JANIS 公開情報では、病床数 200 床以上で
集計処理しているが、基礎疾患や発症状況などの患者情
報や病院の特性などによる分類は、なされていない。今
































































当院の分離菌数割合と JANIS 公開情報（検査部門の検査材料別分離菌数割合 血液検体分離菌データ）をグラフ化して示した｡
